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緒 言 

 

チャマダラセセリ Pyrgus maculatus (Bremer & 

Grey, 1852)は，鱗翅目セセリチョウ科に属する草原

性のチョウで，現在日本で最も絶滅が危惧されてい

るチョウの一種である．本種成虫の特徴は，前翅の

表面は赤みを帯びた黒褐色であり，半透明の小さな

白斑があり，後翅表面は中室のまわりに 2～3 個の

白斑がある．裏面の地色は赤茶色で後翅中央部に顕

著な白帯を表す．斑紋による雌雄の差は明らかでは

ないが，オスは前翅前縁の基半部が上に反り返り，

重なった部分が褐色線状に見えるが，メスにはこの

構造がない．また，オスの後脚脛節には顕著な長毛

束があるが，メスはこれを欠く（日本チョウ類保全

協会，2012a）． 

食草は主にバラ科草本のキジムシロ属のキジムシ

ロ Potentilla fragarioides var. major及びミツバツ

チグリ Potentilla freynianaであるが，ヘビイチゴ

属やキンミズヒキ属も摂食するとの記録がある（白

水，2006）．卵は食草の葉裏に産卵される．また幼

虫は孵化直後から造巣性を示し，1 齢は食草の葉先

端近くで中脈の左右に数ヵ所糸をかけ，この中に潜

む（福田ら，1984）．2～3齢は葉を主脈に沿って折

り畳みその中に潜む場合や，隣接した葉を寄せ集め

て 2枚の葉で巣を作る場合がある．中齢以降は，次

第に多くの葉を綴って巣を作り，5齢~7齢を経て蛹

になる（福田ら，1984）． 

北海道では年 1回（5～6月）の発生で春型のみ生

じ，自然状態ではまだ夏型が発見されたことがない．

東北地方ではふつう年一回（5～6月）の発生で部分

的な第 2 化（夏型）が 7～8 月に発見される．本州

中部ではふつう年 2 化の発生で春型は 5～6 月，夏

型は 7～8 月とされているが，高冷地では年 1 化に
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とどまる場合もあるといわれている（白水，2006）．

長野県においても年 2化することが確認されている

が，第 1化の一部の蛹がそのまま越冬し，次の年に

春型として羽化することが知られている．また，四

国南部のような温暖地では年 3化が見られる（秋沢，

2010）． 

国外ではミャンマー，中国（東北部，北・中・西

部，雲南），朝鮮半島，ロシア南東部，モンゴル，東

シベリアに分布し，3亜種に分けられる（白水，2006）．

日本では北海道，本州（中部以北），四国に分布し，

近畿，中国，九州（および以南の島嶼）には生息し

ない．現在は，福島県で確認されているが（難波，

1992；郡司，2010），個体数が減少しているため，

保全活動が盛んに行われている（日本チョウ類保全

協会，2012b）．静岡県（諏訪，2002；高橋，2009）

と四国地方（秋沢，2010；梅木，2011；窪田，2012），

神奈川県（原，2004）は絶滅した可能性が高い．栃

木県では佐藤（1982），小坂（1985），西山（1986），

海津ら（1988）が報告しているものの，1990 以降

の記録がなく，絶滅したと言われている．一方，関

東地方では茨城県で唯一見られる（木村，2012）． 

 日本では，本種のすべての生息地の個体数が激減

していることから，環境省の第 4次レッドリストに

おいて，絶滅危惧ⅠB類に指定されている（環境省，

2012a）．また 18 もの県がレッドデータブックに記

載している．長野県においては，伊那谷で生息の記

録が残っていたが（小野，2001），現在は，木曽町

開田高原（旧開田村）のみにしか生息していない．

そこでこの地域の個体群は，長野県希少野生動物保

護条例により，無断で捕獲・採集することが禁止さ

れている（長野県，2003）． 

本種は，人為作用が加わった半自然草原に生息し

ていることが知られている（田下，1987）．しかし

近年，人間が草原を利用しなくなったことから，半

自然草原が維持されなくなり，チャマダラセセリが

減少したと考えられている（田下，1989）．加えて，

採集圧がかかったために，開田個体群は毎年個体数

が減少し，あと数年で絶滅するとまで言われている．

その状況にも関わらず，保全活動はチョウ類保全協

会が中心となった有志が，半自然草原を維持する草

刈りを行っているのみであり，その他の組織的保護

活動は行われず，また保全方法についても研究や開

発がなされていないのが現状である（日本チョウ類

保全協会，2012b）． 

 現在，絶滅に瀕するチョウの保全活動が日本各地で

行われている（中村，2010）．近年，環境省では野生

生物の保全に関して，生息域内保全と生息域外保全を

両立させることで絶滅へのリスクを減少できるとし

ている（環境省，2012b）．代表的な例として，草原に

生息しているオオルリシジミShijimiaeoides divinus 

barine があげられる．生息域内保全として，江田・

中村（2010）は野焼きを行うことにより，天敵である

メアカタマゴバチTrichogramma chilonisの個体数を

減少させ，生息環境を改善した．また生息域外保全と

して飼育技術を確立し（柴谷，2007；江田・中村，2009），

2化成虫の出現メカニズムなどが解明されている（江

田，2011；2013）．これらを同時に行うことにより，

安曇野に生息するオオルリシジミの自然個体群は15

年ぶりに復活した．チャマダラセセリにおいても生息

域内・外の保全手法を開発し，それらを同時に行うこ

とによって，絶滅のリスクが低減すると考えられる． 

これまでのチャマダラセセリの野外での研究は，田

下（1987,1988）による卵の分布調査と，生息環境の

調査が行われているのみで，近年の研究例はまったく

ない．室内飼育においては．愛好家によって行われて

きた事例がある（小出，1993；松尾，2007；西岡，

2008）．しかし，定量的な飼育は行われておらず，効

率的な飼育方法は確立されていないのが現状である． 

そこで本研究では，生息域内での野外の網掛け飼育

と，生息域外の室内飼育を行い，得られた結果を比較

することにより，より効率的な飼育方法を生み出し，

チャマダラセセリの保全技術を確立することを目的

とした． 

 

材料と方法 

 

1．供試虫 

チャマダラセセリは長野県木曽町開田高原から捕

獲，採集したものを飼育実験に供した．なお，詳細

な捕獲，採集場所と地図は本種の保全のために省略

した． 

2．野外での網掛け飼育実験 

飼育は，2011年 5月 17日に開田高原で発見した

チャマダラセセリの卵を用いた．卵・幼虫を天敵か

ら保護し，生存率を上げるため，野外での網掛け飼

育を行った．発見した卵に，プラスチック製ショッ

ピングカゴ（幅 470mm×奥 340mm×高 240mm）に

メッシュをかぶせたもので覆った（写真１）．37 卵

が発見されたが，1 株に 2 卵が産卵された食草が 2

例あったため，35株にカゴを覆った．そのうちキジ
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ムシロに 21卵（20株），ミツバツチグリに 16卵（15

株）が産卵されていた． 

ケージ内の雑草は，定期的にケージ内を草刈りして，

食草だけを選択的に残した（写真 2）．観察は 5 月

27 日，6 月 1 日，6 月 15 日，6 月 30 日，7 月 14

日，7月 29日に行った． 

採卵実験 

2011年 8月 17日に，チャマダラセセリの 2化の

メス成虫を 1個体捕獲し，強制産卵を試みた．成虫

は信州大学農学部 AFC 昆虫生態学研究室の昆虫飼

育室内で管理した．強制産卵の装置として，プラン

ター（16cm×27.5cm×21cm）に半分ほど土を入れ，

ミツバツチグリを植栽し，上をゴース生地（写真 3）

あるいはガラス板（写真 4）で覆ったものを用いた．

その中にメス成虫を入れて，上から白熱電球を当て

るリシャール法を行い，強制産卵させた（図 1）． 

4．プランター飼育 

強制採卵法により得られた卵は，そのまま採卵で

使ったプランターで飼育した．1 齢から 3 齢幼虫ま

では 1プランターに 20個体ほどを入れて飼育した．

4齢幼虫から蛹までは1プランターあたり10個体に

減少して，飼育を行った．食草はミツバツチグリを

与えた．プランターは信州大学の昆虫飼育室内（室

内温度，自然日長）に置いた． 

5．個別飼育 

開田高原から 2012年 5月 13日と 14日に合計 32

卵を採集し，本研究室で個別飼育実験を行った．卵

は産卵された食草ごと持ち帰り，その食草を水耕栽

培した．水耕栽培では，上蓋部がメッシュ状になっ

て い る プ ラ ス チ ッ ク 製 の 容 器

（6.4cm×6.4cm×9.6cm）の中央にサンプル管を固定

し，その高さに，ろ紙を折り曲げて中心に 1cm程度

の穴を開け，皿受けとしてビニルテープで固定した

（写真 5）． 

食草は，根を適宜切り取りサンプル管に収まるよ

うにし，サンプル管に水を入れた（写真 6）．茎は，

ろ紙の中央部の穴から出し，サンプル管内に幼虫が

侵入しないように，食草の株元には脱脂綿をつめた．

食草への水やりは，小型の注射器で適宜行い，根が

水から露出していれば追加した．孵化から若齢幼虫

の間は，水耕栽培した食草で飼育した． 

中齢幼虫から終齢幼虫は，土植えした食草で飼育

した．上記のプラスチック製の容器を 2個連結させ

たもの（6.4cm×6.4cm×19.2cm）を作成し（写真 7），

下部の容器には 3～5cmの高さの土を入れ，幼虫が

営巣している食草を株ごと移植した．また周りにも

食草を植えた（写真 8）． 

幼虫に与えた食草はすべてミツバツチグリとした．

エサ替えは，巣を構成している部分を切り取り，新

 

 写真 2 ケージ内の草刈り

（食草だけを選択的に残す）  
 

写真 1 野外での網掛け飼育ケ

ージ（メッシュで覆ったカゴ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 4 ガラス板で覆った採
卵用プランター  

 

写真 3 ゴース生地で覆った
採卵用プランター  

図 1 リシャール法による 
強制採卵用装置  

 

写真 5 水耕栽培の飼育ケース 

 

写真 6 食草を入れた水耕栽
培の飼育ケース 

 

写真 7 土植え用の容器．プラ
スチック製ケースを上
下連結したもの  

 

写真 8 プラスチック製ケー
ス内の土植え食草で飼
育中の様子  
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しい株の葉上に切り取った巣を置いておくと，古い

巣から幼虫が出てきて，新しい株で営巣する．また，

幼虫が巣から出て葉上を徘徊している場合には，筆

に幼虫を載せて新しい株に移動させた．水やりは，

霧吹きにより行い，土が乾燥したときに適宜与えた． 

すべての個体は毎日観察し，発育段階および摂食

行動を記録した．蛹化後については，食草の水やり

のみを行い，経過観察を行った．幼虫の飼育は，15

個体は 25℃，16L：8Dの恒温器で，また 17個体は

20℃，16L：8Dの恒温器で行った． 

6．幼虫の営巣観察実験 

開田高原から2013年 5月 24日に 6卵を食草ごと

採集し，2013年 5月 24日から 2013年 7月 13日

まで飼育を行った．卵がついた食草はプランター

（16cm×27.5cm×21cm）に移植して，周りにミツバ

ツチグリとキジムシロを植えた．また，飼育ケース

は上からゴースで覆った．飼育の期間中，約 3日毎

に観察を行い，幼虫が営巣している食草の場所と，

営巣場所の移動状況など，幼虫の摂食と移動の行動

を観察した．プランターは信州大学農学部食料生

産・応用生命科学科棟 4階ベランダ（自然温度，自

然日長）に置いた． 

 

 

結 果 

 

1．飼育時の観察結果 

卵期 

チャマダラセセリの卵は淡い緑色をしており，表

面に縦の溝状の模様がある．卵期では，孵化前には

幼虫の頭殻がはっきりとわかり，黒い点が内部に存

在するのが確認できた．黒い点が見えたあと，1～3

日以内で孵化した．幼虫が孵化すると卵に大きな脱

出孔があくため，これを確認することで孵化したか

を判断した．また，1 つの葉に 2 個体以上産卵され

ているものもあった（写真 9）． 

幼虫の営巣行動 

孵化直後の幼虫の体色は灰褐色をしているが，終

齢幼虫に近づくにつれ，黄色がかってきた（写真 10）．

幼虫は孵化直後から営巣をはじめ，1 葉を折る場合

と，2葉を合わせて巣を作る場合があった（写真 11）．

新しく巣を作る際には，まず摂食をして，巣になり

うるか判断してから，営巣し始める行動が見られた．

幼虫はできるだけ地表面から離れた高い場所で営巣

する傾向が見られた．また幼虫は巣から糞を飛ばし，

巣内の環境を清潔に維持していることが分かった．

糞の大きさは，幼虫の成長に伴い大きくなった．蛹

化の際には，幼虫期に使っていた巣または新たな巣

を作り，その中で蛹化するのが観察された（写真 12）． 

幼虫の行動 

飼育中に見られた幼虫の行動として，葉上から落

下した場合は，丸くなるまたは擬死を行うことがわ

かった．さらにエサを交換する際に，幼虫が葉上か

ら落下したことがあったが，その場合もすべて丸く

なり動かなくなる反応を示した．また，幼虫は常に

葉上または匍匐茎上に居り，地上に降りて行動して

いることはなかった．巣に振動を与えると摂食行動

を止め，頭を巣内に引っ込める行動がみられた．  

摂食量は，終齢幼虫に近づくにつれ多くなったが，

蛹化準備に入ると摂食行動をやめ，営巣に専念して

いた．営巣に最適な葉がないと葉上を徘徊して探索

する行動がみられた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 9 1枚の葉裏に 2卵産卵
された例  

  

写真 11 営巣している幼虫  

 

写真 12 巣内で蛹化する  

写真 13 白くなった蛹  

 

写真 14 羽化した成虫  

 

写真 10 成長して黄色っぽく
なってきた幼虫  
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蛹期 

蛹化直後は茶色をしているが，半日後に表面をろ

う物質で覆われ白くなった（写真 13）．蛹化時は尾

部と巣を構成する葉を糸でつなぎ，固定していた．

蛹化の際に脱皮した頭殻が蛹の尾部あたりに付着し

て残っている場合と落下している場合があった． 

成虫期 

成虫が羽化する場合は，蛹の頭部から破れ，羽化

がはじまった．成虫は，飼育容器内を活発に飛翔す

るが，冷暗所に置くと飛翔を止め翅を閉じて落ち着

いていた（写真 14）．また，平らに翅を開き，静止

する行動が観察された． 

2．野外網掛け飼育 

 表 1 に網掛けを行った 37 個体の観察記録を示し

た．5月 17日にキジムシロに 21卵，ミツバツチグ

リに 16 卵確認して，ショッピングカゴを使った網

掛けを行ったが，その後 5 月 27 日に卵を確認した

ところ，キジムシロには 20 個体，ミツバツチグリ

には 12 個体が確認された．さらに 6月 1 日に確認

された 17個体のうち，孵化していたのは 15個体で

あった．しかし，その後幼虫を探すことは困難にな

り，7月 14日には終齢幼虫が確認されたのはわずか

2個体であった．7月 29日では，1個体も確認する

ことができなかった． 

3．強制採卵 

 母蝶の強制産卵を 2つの方法で行ったが，プラン

ターをゴースで覆った場合は 8卵，ガラス板を使っ

たリシャール法の場合では102卵を産卵させること

ができた．合計で 1メスから 110個体の卵を得るこ

とに成功した． 

4．プランター飼育と放蝶 

110個体の卵をプランターで飼育したところ，78

個体が 4 齢幼虫になった．その後 45 個体が蛹にな

った．蛹は信州大学農学部の野外圃場で越冬させた．

2012年4月2日に1個体の羽化が確認されたため，

4月3日に残りの44個体の蛹を開田高原の採集した

場所へ放蝶した（写真 15）．蛹の生存を確認するた

めに，営巣している巣を取り除いた場合は，落ち葉

に包んで，地面の枯葉の下に置いた（写真 16）．そ

の後，すべての個体の蛹殻が確認できたことから，

無事にすべて羽化したと判断した． 

5．室内個別飼育 

室内個別飼育の結果を表 2に示した．32卵中孵化

したのは 26 個体であった．未孵化卵 6 個体を解剖

したところ，4 個体に幼虫態形成が見られ，2 個体

には液状化した内容物であった．その後 20℃区では

8 個体（47.1%），25℃では 11 個体（73.3%）が蛹

化し，すべて 2化成虫が羽化した． 

25℃区で羽化した個体のうち，7 個体は室内での

交尾実験に供した．残りの 4個体と 20℃区で羽化し

た 2個体，まだ蛹であった 4個体は 2012年 8月 7

日に開田高原へ放蝶した．蛹については，後日確認

したところ，すべての個体の蛹殻が確認できたこと

から，無事に羽化したと判断した． 

表 3に発育日数を飼育温度別に示した．20℃で飼

育した個体の幼虫期の平均発育日数は，62.13 日で

あり，25℃は 52.73日であった．25℃で飼育した方

表１ 野外網掛け飼育の個体数変化 

日付 5/17 5/27 6/1 6/15 6/30 7/14 7/29 

発育段階 卵 卵 
卵と 

幼虫 
幼虫 幼虫 幼虫 － 

キジムシロ 21 20 10 6 4 1 0 

ミツバツチグリ 16 12 7 4 4 1 0 

計 37 32 17 10 8 2 0 

 

 

 

 

表２ 個別室内飼育における生存数（括弧内は％） 

  20℃ 25℃ 

採集卵数 17（100） 15（100） 

孵化数 13（76.5） 13（86.7） 

蛹化数 8（47.1） 11（73.3） 

羽化数 8（47.1） 11（73.3） 

 

写真 16 落ち葉に包んで放飼 写真 15 2013年 4月 3日に放
飼した蛹  
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が 20℃よりも，有意に平均発育期間が短くなった

（ｔ検定，p =0.0198）．20℃区の幼虫の発育日数レ

ンジは 48～74 日であり，一定の温度日長条件にも

かかわらず，変異幅が大きかった． 

平均蛹期間は，20℃区では 19.50日で，25℃区で

は 12.18日であった．25℃で飼育した方が 20℃より

も，有意に平均発育期間が短くなった（ｔ検定，p =  

0.0204）． 

6．幼虫の営巣観察実験 

 2013年に採集した 6卵中，5個体が正常に孵化し

た．また蛹になったのは 4個体で，卵からの生存率

は 66.7%であった．幼虫期間における巣の移動回数

は，平均 4.25 回で，個体により最大 6 回，最小 3

回であった．幼虫期間を通して，平均 13 日に 1 回

のペースで巣を移動していることがわかった． 

 

 

考 察 

 

1．野外での網掛け 

 本研究では野外で，網掛けを使った飼育を試みた

ものの，最終的に蛹になった個体を見つけることが

できなかった（表 1)．チョウの保全方法に関して，

野外で網掛をして，生存率を上げる事例は多々存在

する．たとえば，ヒメギフチョウ Luehdorfia puziloi

は産卵された食草に網掛を行い，成功した

（Matsumura，2001）．オオルリシジミでは食草の

クララ Sophora flavescens を覆うほどの大きなケ

ージを設置して，卵や幼虫の天敵の侵入を減らし，

生存率を上げた（平林ら，2009）．またオオムラサ

キ Sasakia charondaでは網掛をして，鳥から捕食

されることを抑制したなどの報告がある（小林・稲

泉，1999）．これらの事例は卵が集団で産卵される

場合や，食草が樹木や草本の場合であることが分か

る． 

 チャマダラセセリの場合，草丈が数センチの食草

のみを覆うことは不可能であるため，近くにある食

草や他の植物もまとめて，プラスチック製ショッピ

ングカゴで覆った（写真 1）．卵の孵化は確認できた。

しかし，幼虫期は巣があるものの幼虫が見つからな

くなってしまい，4 齢幼虫まで確認できたのはわず

か 2個体だった．その後はカゴ周辺なども探したが，

蛹を見つけることはできなかった．幼虫は営巣した

巣が快適な時は動かないが，巣を変える時には，活

発に動き移動してしまう．カゴをかけたことで，行

動する範囲を限定させてしまい，営巣するため最適

な葉を見つけられないまま死亡したと考えられる．

または，カゴは地面の上にのせただけで密着して固

定できなかったため，地面とカゴの隙間から幼虫が

逃げ出した可能性も考えられる．以上のことより，

野外においてチャマダラセセリ卵や幼虫の生存率を

上げるため，野外での網掛けは妥当な方法ではない

ことが分かった. 

2．採卵方法 

 本研究では採卵装置として，プランターをゴース

で覆った場合は 8卵，ガラス板を使ったリシャール

法の場合では 102卵を産卵させることができた．ゴ

ースの場合は，成虫がゴースを伝って歩き回ってし

まい，食草に触れる機会を減らしてしまったのが，

産卵数が少なかった原因であると考えられる．一方，

ガラス板の場合では，ガラスに掴まることができず，

母蝶は食草の中へ落下した．そこに，産卵に適する

食草を発見し，産卵していた．産卵すると飛翔し，

またガラス板にとまる．これを繰り返すことにより，

表３ 個別飼育による飼育温度別の発育日数 

飼育条件 

卵期 
 

幼虫期 
 

蛹期 

個体数 範囲 平均 
 
個体数 範囲 平均 

 
個体数 範囲 平均 

20℃，16L:8D 13 5-18 12.62±3.50 
 

8 48-74 62.13±8.85 
 

2 18-21 19.50±2.12 

25℃，16L:8D 13 2-16 11.38±4.98 
 

11 42-65 52.73±7.09 
 

11 11-13 12.18±0.98 
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効率的に産卵させることに成功したと考えられる．

また，ガラス板の上から白熱電球で照らしたが，母

蝶は衰弱することなく，産卵し続けた．本研究では

1メスから合計 110卵を産卵させることに成功した．

これは西岡（2008）よりも多い結果となった．以上

のことから，本研究で行った方法は最も効率的な産

卵技術であると言える． 

3．卵の寄生について 

 2011～2013年まで，1化の卵を採集し，飼育を行

ったが，卵寄生蜂は 1個体も確認できなかった．田

下（1987）はチャマダラセセリの卵寄生の存在を報

告しており，生存率に影響を及ぼすとしている．し

かし，本研究で卵寄生蜂は確認できなかったことか

ら，現在のチャマダラセセリの減少に卵寄生蜂は関

わっていないと考えられる．今後は幼虫期の寄生の

有無を調査する必要があると考えられる． 

4．幼虫の飼育方法 

 幼虫の飼育はプランターでの飼育と，プラスチッ

ク製の容器での個別飼育を試みた．生存率を見てみ

ると，プランター飼育では 40.9%だったのに対して，

個別飼育 20℃区 47.1%，個別飼育 25℃区 73.1%と

なり，個別飼育の生存率の方が高かったことが分か

った．個別飼育は丁寧な飼い方のため，生存率は高

くなったと考えられる． 

飼育にかける労力の面からみると，プランター飼

育では大量の幼虫を一度に飼育することができ，省

力化することができた．一方，容器での個別飼育は

毎日の観察が必須であり，幼虫は容器内の食草にし

か移動できないため，いつも新鮮な食草を提供しな

ければならなかった．また，容器のふたを開けるだ

けで，幼虫は巣の中へ逃げる行動がみられたため，

チャマダラセセリの幼虫は他のチョウの幼虫よりも

敏感であると考えられる．よって，容器で個別に飼

育することは幼虫にとって，ストレスな環境であっ

たことが考えられる．また，容器に入る大きさの食

草しか提供できないことも問題点としてあげられた．

さらにキジムシロは大きく，草丈が高くなってしま

うと容器に収まりきらなかった．この容器での個別

飼育はミツバツチグリの方が有効であると言える． 

 幼虫期の発育日数は 25℃で飼育した方が 20℃で

飼育するよりも，発育期間が短くなっていた．これ

は昆虫ではよく見られる現象である．しかし，20℃

区の幼虫の発育日数の範囲は 48～74 日となり，同

じ温度条件にもかかわらず，発育の早い個体と遅い

個体で約 1ヶ月もの違いが見られた．これは幼虫期

の営巣効率や餌条件等が影響していると考えられる

が，確かな要因は明らかにならなかった．今後は発

育期間のバラつきを小さくして，温度と発育速度の

関係を明らかにして，より効率的な飼育温度帯を明

らかにする必要がある． 

また，20℃区，25℃区ともにすべての個体が 2化し

た．以上のことから 20℃以上，16L:8D（長日）の

条件の時は，2 化することが明らかになった．白水

（2006）によると，本種は開田高原では 2化するこ

とが認められているが，東北地方の一部や北海道で

は化性が年 1化である．また四国に生息していたチ

ャマダラセセリは 2化であるが，高知県では 3化す

ることが知られている（秋沢，2010）．開田高原の

チャマダラセセリが完全 2化なのか，部分 2化なの

かはまだ分かっていない．また，地域個体群ごとに

化性を決定する条件が異なっているかは分かってい

ない．今後は化性の問題についても明らかにしてい

く必要がある． 

5．蛹の管理について 

2011年のプランター飼育の際に，越冬場所は信州

大学農学部が存在する長野県上伊那郡南箕輪村であ

ったため，本来の生息地である開田高原とは冬期の

温度条件が異なってしまった．そのため，早期に羽

化する個体が存在した．今後は開田高原と同様の環

境を研究室内に作成すること，あるいは蛹化した時

点で飼育プランターを開田高原に移して管理できる

体制を作るなどして，適切な越冬環境の整備が課題

である． 

6．チャマダラセセリの保全について 

 チャマダラセセリに関しては，いくつか報告はあ

るものの，様々な飼育方法を評価する報告は今まで

なかった．本研究では，開田高原のチャマダラセセ

リに関する効率的な飼育方法を確立するための実験

データを提示することができた． 

 一方，生息地で確認される卵数が減少しているこ

とから，チャマダラセセリの生息個体数は年々減少

していると考えられる．よって，チャマダラセセリ

開田個体群の遺伝子系統を室内で累代飼育して確保

しつつ，生息環境を改善する必要がある． 

 生息環境についてはチャマダラセセリの生息には

草刈りと野焼きが必要であると言われているものの，

どのようなメカニズムなのかはまったく明らかにさ

れていない．よって，草刈りと野焼きは土地所有者

の判断で行われており，頻度や強度はシステム化さ

れていない．今後はチャマダラセセリの生息に良好
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な半自然草原の管理方法を提言し，一刻も早く，チ

ャマダラセセリの保全に着手し，個体数を維持する

ことが重要である． 
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摘 要 

 

 チャマダラセセリは全国的に個体数が減少してお

り，長野県においては木曽町開田高原にしか生息し

ていないことから，長野県指定希少野生動植物に指

定して，保護している．本研究ではチャマダラセセ

リ保全のための飼育方法を確立するために，野外で

の網掛け飼育と，室内での飼育を試みた．その結果，

野外での飼育は卵の孵化は確認できたものの，幼虫

を発見できず，蛹になったかどうか分からなかった．

一方，室内飼育においては，母蝶から効率的に卵を

採卵する方法を確立することができた．また，プラ

ンターでの集団飼育より個別飼育の方が生存率は高

くなった．また 20℃以上，16L:8Dの条件下で 2化

することが分かった．一方，幼虫を恒温条件で飼育

しても，発育期間に大きなバラつきが生じた．以上

のことから，チャマダラセセリの遺伝子資源を確保

するための定量的な飼育方法を提示することができ，

今後のチャマダラセセリ開田個体群の保全活動に役

立つと考えられた． 
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